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一
i

経
済
科
事
」

論

理

に

つ
、司

の

て
是

万立

一
、
は
し
が
き

一
一
、
カ
ウ
7

7

ン
の
所
設

け
円
札
削
減
一
と
終
硝
例
制
竹
郎
ナ
』
の
課
題
と
機
成

同

カ

ワ

7

?

ン
に
お
け
る
「
総
統
環
論
」
と
「
税
制
問
的
方
法
」

同
「
粉
税
理
論
」
と
し
て
の
総
務
純
一
論
と
「
喋
解
約
方
法
」

一
一
一
、
ヵ
ウ
7

7

ン
の
日
開
設
に
資
す
る
論
評

側

、

む

す

び

一
、
は
し
が
き

一
九
一
一
五
年
の

「
枇
合
科
事
及
び
枇
ん
何
日
政
策
雑
誌
」

フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
カ
ウ
ツ
マ
ン
白
一
論
文
認
嗣
理

、
セ
翻
煩
値
読
の
側
に
沿
け
る
、
就
中
、

L
・ミ

斤川

ahZ
〉

￥
f'会
副
・

/ν

掛
川
川
論
の
論
調
的
義
礎
解
明
」

の
た
め
の
一
つ
の
試
み
と
し
て

総
務
感
研
究

いじ

京電

弘

3ラ

と
経
済
科
問
中
』
は
、
「
経

ー
ゼ
ス
以
後
の
後
期
、
X



「
問
問
機
科
感
」
の
論
現
に
つ
い
て

(

2

4

 

1
ス
ト
リ
ア
態
沃
に
h

掛
け
る
方
法
論
的
見
解
の
基
本
特
質
を
そ
な
え
た
、
代
表
的
な
文
献
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
け
だ
し
、

是
永

わ
れ
わ
れ

併
枇
台
車
」
的
研
究
万
法
、

は
と
の
論
文
に
沿
い
て
、

C
-
メ
ン
ガ

1
以
来
の
い
わ
ゆ
る
「
精
斡
珂
論
」
の
樹
立
を
粧
怖
感
方
法
論
の
主
要
な
課
題
と
し
て
来
た
、

隊一
e

抵
の
方
法
論
的
侍
統
と
、
現
ム
牝
な
沿
枇
九
日
日
科
壌
の
領
域
に
h
w

い
て
、
「
指
導
的
」
た
役
割
乞
は
た
し
て
い
る

M
-
ウ
ェ

l
パ

1
流
の
「
現

す
な
わ
ち
「
淵
僻
的
点
法
」
と
の
、
「
総
合
」
の
余
同
友
見
出
し
う
る
と
と
も
に
、
客
観
的
帆
設
に
は
げ
し

、

'

、

'

、

.

、

い
わ
ゆ
る
「
精
z

税時官川川
m川論
に
よ
る
杭
一
消
約
科
路
尽
ナ
の
仲
指
治
礎
付
け
」
な
る
万
法
論

と

の

又
封
立
し
つ
つ
あ
る
主
税
摂
他
誌
側
の
、

附
の
二
探
知
之
識
り
作
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
私
見
に
よ
れ
ば
、
後
期
オ
ー
ス
ト
リ
ア
製
紙
の
か
か
る
万
法
論
的
特
質
に
閉
し
て
は
、
，
叩
引
の
如
き
そ
の
小
山
一
一
安
松
に
も
拘
ら
や
、

と
れ
に
つ
い
て
の
公
開
的
解
明
は
帰
ん
ど
は
ら
れ
や
、

ι
山
出
し
て
と
れ
に
封
ず
る
、
ゆ
什
加
問
附
以
帆
一
訟
の
側
か
ら
の
批
判
の
試
み
は
山
中
け
無
で
あ
る

く
別
立
し
て
来
た
し
、

本
稿
は
、
カ
ウ
ソ
マ
ン
の
と
の
論
交
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
論
的
基
本
特
立
を
あ
き
ら
か
に
し
、

持
題
ヨ
と
す
る
。

と
れ
に
若
干
の
論
評
乞
試
み
と
と
友

~. 36 侭吋

=、〉今、・品干
h

工
h

ベ
ノ
丈
ハ
。

t
j
s
T

，』7
1

と
と
九
で
、
「
蹄
特
別
論
」
と
「
川
内
側
川
的
方
法
」
の
結
合
K
A
1
山
川
す
る
と
の
カ
ウ
ブ
マ
ン
の
所
設
は
、
多
く
の
、
支
配
的
に
流
行
し
て

は
い
る
が
、
方
法
論
的
に
そ
の
脆
弱
な
基
礎
が
指
摘
さ
れ
、
又
反
省
さ
れ
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
近
代
経
済
的
ゅ
の
現
論
的
障
皆
強
化
の
た
め

に
、
そ
の
ふ
万
法
論
に
「
精
特
科
串
」
的
装
甲
乞
ほ
ど
と
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
し
く
寄
興
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
け
だ
し
、

、

、

〈

4
M

ン
の
所
誌
に
必
け
る
「
特
桁
理
論
」
は
一
万
に
む
い
て
、
「
記
総
論
理
壊
に
よ
る
経
済
凶
作
十
方
法
論
の
武
装
」

カ
ウ
ブ
マ

へ
の
道
を
拓
き
、
他
方
に
沿

い
て
近
代
経
済
壊
消
祇
中
支
配
的
地
杭
を
保
右
ず
る
「
純
粋
日
数
朗
経
済
串
」
に
封
し
て
、

(

5

J

 

と
巧
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
の
有
力
な
る
援
護
基
地
を
提
供
す
る
も
。

ミ
:
、

，哨

μ
ノ
九
円

ι

カ
ウ
ブ
マ
ン
の
所
設
は
、
そ
の
主
題
の
抽
象
性
の
故
に
、
き
わ
め
て
多
故
に
ヲ
わ
た
る
方
法
論
上
の
諸
問
題
を
と
り
あ
げ
、
従
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「
日
間
務
科
叩
門
ご
の
論
魂
に
つ
い
て

是
永

)
 

ρ
h
v
 
(
 
カ
ウ

7

マ
ン
の
方
法
論
的
諮
研
究
の
成
系
は
、
核
大
な
方
法
論
上
の
諮
問
題
を
取
吸
っ
た
次
の
一
一
者
に
殺
め
ら
れ
て
い
る
o

一

は

前

詮

に

あ

げ

た

E
沼
$
v
a
o
a
o
u
g
品
目
吋
∞
G
N
山伊富山田由

0
5与
え
芯
ロ
ョ
ぎ
山
岳
F
H
u
g
-
で
あ
り
、
他
は

E

足
立
v
a
a
o
m川
河
え
喜
由

moo日包

ω
a
g
g
M
J
Z
O司

J
問
。
円

w
w
g怠
時
で
あ
る
。
と
〈
に
後
者
は
波
米
後
の
絞
の
れ
ん
鮮
の
域
化
と
、
ア
メ
リ
カ
純
滅
的
内
十
回
?
に
お
け
る
方
法
論
的
傾
向
を
表
明
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

ニ
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
所
説

け

「
論
加
と
経
済
科
問
中
」

の
品
川
由
、
ど
桃
成

は

m
i
J》

「
と
の
論
文
は
経
前
川
以
論
の
論
別
的
基
礎
を
解
明
せ
ん
と
ず
る
も
の
で
あ
る
」
と
カ
ウ
プ
マ
ン
ば

論
判
的

!
l廿
準
的
諸
原
測
に
よ
る
、
経
消
却
論
の
基
礎
究
明
に
あ
る
と
さ
れ

一論

mvf一
杭
怖
感
」

の
課
題

と
の
経
済
調
論
の
論
球
的
基
礎
解
明

す
な
わ
ち

38 

て
い
る
。

と
の
き
わ
め
て
一
般
的
立
つ
抽
象
的
な
諒
題
を
前
に
し
て

カ
ウ
フ
マ
ン
は
先
や
そ
の
「
総
論
」
に
沿
い
て
、
車
問
論
一
般
か
ら
設

き
起
し

1111'1 
;;7( 

「
経
済
科
事
」
、

「
精
神
科
問
中
」

と
問
題
川
刑
執
乞
限
定
し
り
J

つ

三
、

f

、J

斗
寸
/
‘
ノ

d
u札

「
科
時
中
」

の
叩
則
論
友
裕
成
す
る
主
た
る
諸
要
素

を
規
定
し
て
ゆ
く
が

そ
の
過
税
に
沿
い
て
、
概
念

範
階
、
数
、
法
則
等
々
の
諸
概
念
を
一
般
的
に
定
義
し

「
絞
前
科
曲
学
」

に
沿
け

る
諸
問
題
の
島
四
の
た
め
の
準
備
工
作
乞
整
え
る
。

と
と
で
符
ら
れ
た
諸
成
mK
は
弐
に

「
各
論
」

に
沿
い
て
、

そ
の
ま
ま
「
経
消
科
事
」

の
別
論
に
川
越
刑
さ
れ
る
。

と
れ
が
他
な
ら
ぬ

「
挺
掛
川
内
論
の
論
判
的
基
礎
づ
け
」

な
の
で
あ
る
。

さ
き
に
わ
れ
わ
れ
は
、
「
経
済
撃
に
公
け
る
故
問
中
的
方
法
趨
用
の
可
能
」
な
論
説
す
る
に
あ
た
っ
て
、
カ
ウ
プ
マ
ン
が
と
っ
た
論
説
庁
式

が
、
「
絞
験
科
簡
単
」

そ
の
結
果
を

「
経
験
科
皐
の
一
っ
と
し
て
の
経
消
皐
」

に
も
背

一
般
に
公
け
る
致
事
的
方
法
趨
用
の
可
能
生
論
じ
、

約
し
た
と
と
を
指
摘
し
た
が
、
「
経
済
理
論
の
論
現
的
慕
礎
解
明
」
と
い
う
一
以
酬
明
と
経
済
科
準
」

の
課
題
も
亦
、
抽
象
的
一
般
論
か
ら



間
後
し
℃
、
特
殊
例
別
的
た
「
絞
掛
科
感
」
の
「
論
珂
的
基
礎
」
や
む
指
摘
す
る
と
い
う
、

い
や
む
し
ろ
一
般
的
議
論
の
諸
成
果
を
そ
の
ま

ま
特
殊
側
別
的
領
域
に
数
桁
す
る
と
い
う

い
わ
ば
演
鰐
的
な
論
款
に
よ
っ
て
、

は
た
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
と
に
注
意
し
ι
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

カ
ウ
ブ
マ
ン
は
「
経
済
科
問
中
」
を
徒
の
い
わ
ゆ
る
「
経
験
科
問
中
」
の
一
っ
と
し
て
、
従
っ
て
そ
れ
に
属
す
る
「
精
紳
科

問
中
」
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
「
論
政
的
基
礎
」
を
指
摘
ぜ
ん
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
「
科
態
論
」
一
般
に
共
通
な
諸
問
題
、
「
経
験
科
事
」

に
共
過
な
諸
問
題
、
「
精
神
科
事
」
に
共
通
な
諸
問
題
と
い
う
順
序
で
、
先
A
Y

「
加
刊
誌
」
の
「
精
即
時
叫
性
」
を
規
定
し
、
次
に
、
と
の
「
精

特
性
」
に
反
し
た
い
限
り
に
沿
い
て
「
精
神
科
感
」
に
沿
げ
る
「
斑
解
的
方
法
」
の
な
効
性
役
主
張
す
る
。
と
と
迄
が
「
総
論
」
に
九
掛
け

る
カ
ウ
ソ
マ
ン
の
主
張
白
骨
格
φ

ど
な
す
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
符
ら
れ
た
諸
成
果
は
、
「
精
紳
科
事
」
の
一
つ
、
従
っ
て
「
経
験
科
酬
明
」

の
…
っ
と
し
て
の
「
経
済
科
壊
」
に
も
全
く
受
賞
ず
る
も
の
と
さ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
北
の
「
各
論
」
に
沿
い
て
は
、
「
経
済
科
態
」
の

明
日
論
及
び
方
法
に
つ
い
て
、
以
上
の
諸
成
果
が
、
「
経
済
科
問
中
」
の
封
象
か
ら
の
規
定
、
制
約
乞
う
け
る
と
と
な
く
、
す
な
わ
ち
、
特
に

論
説
さ
れ
る
と
と
な
く
、
反
裂
、
再
現
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
ο

た
だ
「
各
論
」
は
一
史
に
数
部
に
分
け
ら
れ
て
カ
ウ
ブ
マ
ン
の
立
場
乞

前
提
に
し
た
上
で
の
、
多
く
の
方
法
論
的
諸
問
題
の
解
決
、
諸
封
立
の
解
消
、
等
々
の
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
方
法
的
純
化
」
の
多
彩
な
試
み

が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
と
の
場
合
と
れ
ら
の
諸
問
題
は
「
経
済
問
論
の
論
川
的
基
礎
」
解
明
の
課
題
が
岐
に
完
議
さ
れ
た
も
の
と
し

て
、
純
一
一
一
向
ナ
れ
ば
「
精
斡
川
崎
論
」
と
「
現
解
約
方
法
L

と
を
笈
ね
そ
な
え
た
「
経
済
科
準
」
の
方
法
的
「
純
粋
性
」
を
物
語
る
事
例
と
し

て
、
論
議
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
「
経
府
県
論
の
論
凱
的
基
礎
」
解
明
と
い
う
、
カ
ウ
ブ
マ
一
ン
の
営
面
の
課
題
は
、
そ
の

つ
総
論
」
に
沿
い
て
、
す
な
わ
ち
、

換
す
す
れ
ば
、

一
般
的
論
法
の
山
中
に
ぺ
完
了
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
見
、
椛
成
上
の
単
な
る
形
式
の
特
殊
性
で
あ
る
か
に
み
え
る
、
こ
の
よ
う
な
浪
格
的
推
論
方
式
は
、
買
は
カ
ウ
ブ
マ
ン
の
主
張
を
一

〈

コ

ゾ

賞
す
る
彼
の
思
考
方
式
の
特
質
で
も
あ
る
。
か
か
る
方
式
が
伺
別
科
撃
の
研
究
方
法
論
に
公
け
る
諸
問
題
、
た
と
え
ば
封
象
と
方
法
と
の

日
制
滞
感
研
究

七
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「
総
務
科
町
内
ご
の
論
竣
に
つ
い
て

且
晶
、
水

関
係
、
川
抑
制
と
波
鰐
と
の
関
係
、
哲
串
と
仰
別
科
態
と
の
関
係
、
々
に
到
し
て
い
か
な
る
解
叫
ん
け
を
い
間
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
に
つ
い
て

ハ
4
4

ば
し
ば
ら
く
問
わ
な
い
。
し
か
し
、
…
般
か
ら
特
殊
え
の
演
鰐
的
論
説
方
式
は
、
い
か
に
「
問
潔
且
統
一
的
な
認
識
連
闘
の
樹
立
」
を
余

附
ず
る
カ
ウ
ブ
マ
ン
の
「
科
態
論
」
に
叶
っ
た
、
従
っ
て
「
思
考
の
経
済
」
に
は
泊
以
前
な
も
の
た
り
え
て
も
、
そ
れ
が
側
別
科
患
の
封
象

の
質
的
規
定
性
、
保
史
的
被
制
約
性
役
無
嗣
し
て
、
一
般
的
「
論
期
」
の
無
反
符
孔
舵
批
判
的
な
北
口
約
に
終
始
す
る
の
危
険
ば
渇
れ
え
な

い
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
そ
の
限
り
に
於
い
て
、
と
の
方
式
は
多
く
の
方
法
論
的
誤
謬
を
必
然
的
に
断
結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
れ
わ

カ
ウ
ツ
マ
ン
の
所
誌
の
内
客
に
立
入
ろ
う
。

れ
は
か
く
指
摘
す
る
に
止
め
て
、

M
H
 

カ
ウ
フ
マ
ン
に
公
け
る

「
精
特
別
論
」
と
「
訓
解
的
ふ
み
法
」

「
す
べ
て
の
科
撃
の
別
論
は

!
iと
骨
頭
に
た
い
て
カ
ウ
プ
マ
ン
は
主
張
す
る

l
iい
か
た
る
概
念
、

い
か
な
る
命
題
(
椴
定
〉
が
、
特

殊
な
問
題

ω提
起
と
共
に
興
え
ら
れ
て
い
る
か
、
或
い
は
、
そ
の
中
に
ふ
n
よ
ば
れ
て
い
る
か
の
献
定
を
そ
の
任
務
と
す
る
。
と
れ
ら
の
諸
蹴

、

.

、

.

、

'

寄

.

、

.

'

'

、

'

、

'

、

曹

，

，

、

.

、

.

、

.

、

念
は
、
そ
の
科
壊
の
基
本
概
念
(
範
略
)
と
よ
ば
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
論
川
町
的
(
位
も
街
、
い
立
味
で
の
ん
背
遍
数
担

a
g
a吉
田
町
田
口
己
ぐ

2
8
H
U

、.、，

の
一
立
味
に
沿
い
て
)
同
党
換
及
び
結
合
に
よ
っ
て
、
設
問
の
問
題
領
域
に
つ
い
て
の
先
験
的
認
識
の
総
休
が
え
ら
れ
る
が
、
と
れ
は
と
の
科

問
中
の
形
態
論
(
明
2
B
S
H
O
E門
ぬ
)
を
規
定
し
、
限
定
す
い
が
vo

」
三
と
に
い
わ
ゆ
る
「
基
本
椛
念
」
と
そ
の
「
論
理
的
(
持
遍
数
接
的
)
鑓

換
・
結
合
」
と
の
所
十
ほ
と
し
て
の
「
科
阜
の
畑
山
論
」
の
況
先
は
、
先
や
第
一
に
カ
ウ
フ
マ
ン
の
会
主
張
の
山
内
穫
期
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
ず
な
わ
ち
、
彼
は
と
れ
そ
す
べ
て
の
「
経
験
科
阜
の
瑚
論
」
に
、
結
っ
て
、
常
然
「
絞
済
瑚
論
」
に
も
あ
て
は
ま
る
一
般
的
規
定
た

り
止
す
る
。

い
か
に
し
て
「
続
税
性
」
た
も
ち
う
る
か
。
と
れ
に
封
ず
る
解
符
も
慨
に
、

々
に
と
の
よ
う
に
一
般
的
に
規
定
さ
れ
た
「
開
論
」
は
、

「
悲
し
ヘ
ー
概
念
の
設
定
」
と
そ
の
「
論
球
的
(
者
遍
数
準
的
〉
稜
換
・
結
合
」
な
る
予
約
の
山
中
に
川
ド
諒
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ウ
ヅ
マ
ン
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に
よ
れ
ば
、
と
の
「
基
本
概
念
」
そ
の
も
の
は
、
先
験
的
、
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
所
産
と
し
て

O

「
諸
概
念
」
、
「
諸
命
題
」

は
、
あ
た
か
も
彼
が
論
洲
壊
の
基
本
概
念
と
し
て
の
「
良
県
性
」
・
「
断
判
」
・
「
蹴
念
」
・
「
数
」
等
を
指
し
て
、
一
つ
の
「
構
成
的
不
竣
偵

(

6

J

 

(
W
O
E
片山

g
a
S
H口語円山内同ロ
N
)
」
と
稿
ん
だ
ご
と
く
、
超
時
向
性
、
趨
寝
間
性
、
純
形
式
性
、
先
験
性
中
ど
も
っ
と
さ
れ
て
い
る
G

市
川
に
、
「
基
本
蹴
念
L

の
「
論
時
的
(
北
村
越
敢
闘
申
的
)
縫
換
・
結
合
」
な
る
乎
粧
す
な
わ
ち
、
「
諸
概
念
」
、
「
諸
命
題
」
の
形
成
遇
税
で
あ
る

が
、
と
れ
ま
た
「
基
本
蹴
念
乞
合
む
、
説
明
さ
れ
え
な
い
基
本
命
題
か
ら
あ
ら
ゆ
る
認
識
を
演
料
的
に
導
き
出
す
」
と
と
に
他
な
ら
や
、

、、、

同
松
に
純
形
式
的
、
非
経
験
的
な
推
烈
の
過
程
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
け
だ
し
カ
ウ
ブ
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
論
政
的
(
持
遍
数

問
中
的
ど
と
は
、
「
象
徴
的
記
枕
的
思
惟
」
或
い
は
「
記
統
的
認
識
」
の
所
在
と
し
て
、
か
の
数
串
に
必
け
る
、
「
無
限
を
象
徴
的
記
慌
の

〈

7
J〉

領
域
に
沿
い
て
把
え
よ
う
と
す
る
形
式
主
義
」
に
過
や
る
認
識
論
に
棋
ざ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

‘.、，‘.

か
く
し
℃
、
「
川
町
論
」

!
i以
上
の
ご
と
き
「
基
本
概
念
」
と
そ
の
論
判
的
室
付
遍
敢
壊
的
)
礎
換
・
結
合
の
結
果
と
し
て
の

!
i

彼
の
い
わ
ゆ
る
「
政
論
的
認
識
の
問
題
」
に
屈
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
非
経
験
的
性
絡
が

は
ん
ー
や
抗
一
い
も
な
く
党
験
的
、
形
式
的
な
、

強
制
さ
れ
る
に
五
る
。

、，、.、.、.、.、.，、，

一
し
か
る
に
「
別
論
」
の
か
か
る
静
式
位
、
非
経
験
肢
は
、
同
時
に
「
川
内
論
」
の
「
粉
統
性
」
を
保
読
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
少
な
わ
ち
カ
ウ
ブ
マ
ン
は
、
以
上
の
如
き
「
政
論
」
の
「
熔
式
的
拘
合
性
L

の
問
題
と
、
「
到
論
」
の
「
経
験
的
安
官
性
」
の
問
題
と

の
間
に
鋭
い
一
級
友
却
し
、
a

上
誌
の
如
く
前
者
乞
「
斑
論
的
認
識
の
問
題
」
&
呼
び
、
後
者
す
な
わ
ち
「
粧
験
的
認
識
の
問
題
」
か
ら

険
別
し
、
「
別
論
」
の
「
精
sM
川
悦
」
は
前
払
刊
に
つ
い
て
の
み
と
れ
を
問
題
に
し
う
る
も
の
と
す
る
。
挽
立
す
れ
ば
、
カ
ウ
ブ
マ
ン
の
い
わ

ゆ
る
「
烈
論

ω精
官
性
」
と
は
上
誌
の
如
き
「
到
論
」
の
形
式
U

「
蹴
念
の
論
政
的
述
閥
」
の
「
椅
統
性
」
、
従
っ
て
「
別
論
」
の
基
礎

、

.

、

.

、

，

、

.

、

，

、

.

、

，

‘

.

と
し
て
の
「
什
端
本
概
念
」
の
蹴
絡
な
認
定
と
、
そ
の
「
論
疎
的
(
地
H

遍
数
準
的
〉
縫
換
・
結
合
」
手
続
の
論
則
的
般
続
性
に
他
な
ら
な
い

の
で
あ
っ
て
、
「
瑚
論
」
が
い
か
に
ん
円
川
内
的
に
現
貨
を
説
明
す
る
か
と
い
う
と
と
と
は
完
く
張
関
係
で
あ
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
「
物
理

州
問
機
砂
研
究

ザヒ
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「
州
問
機
科
曲
学
」
の
論
理
に
つ
い
て

是
永

問
中
的
基
本
概
念
又
は
そ
の
論
期
的

!
i数
践
的
諸
提
容
」
と
し
て
の
「
純
物
別
思
的
命
題
」
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
(
形
式
と
し
て
は
)

「
そ
の
経
験
的
安
常
範
同
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
又
そ
の
故
に
と
そ
純
封
精
斡
な
も
の
で
あ
り
う
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
「
別
刊

誌
の
総
統
性
」
は
「
到
論
」
の
形
式
に
ゐ
け
る
、
又
そ
の
探
り
で
の
論
則
的
済
合
性
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
さ
れ
る
の
も
決
し
て
偶
然

で
は
な
い
。

「
則
論
」
と
、
そ
の
「
持
続
性
」
、
従
っ
て
「
精
統
制
論
」
は
カ
ウ
ブ
マ
ン
に
よ
っ
て
以
上
の
如
く
専
ら
跡
山
内
に
定
式
化
さ
れ
た
。

、.、.、.

と
う
し
て
「
経
済
洲
一
日
酬
の
論
略
的
基
礎
」
鮮
明
な
る
課
題
の
解
決
の
端
初
は
知
か
れ
た
が
、
買
は
以
上
の
ご
と
き
「
粉
ψ
判
的
酬
」
は
諮
問
な

、、

し
で
詑
然
に
「
絞
消
迎
論
」
に
も
位
一
日
約
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
カ
ウ
ア
マ
ン
の
課
題
は
以
上
で
柿
ん
ど
果
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
既
誌
の
と
ゐ
り
彼
は
か
か
る
「
持
続
料
論
」
位
以
下
問
之
に
「
絞
験
科
事
」
に
、
そ
の
一
つ
と
し
て
の
「
精
神

科
準
」
に
、
又
そ
の
一
つ
と
し
て
の
「
絞
済
科
問
中
」
に
脅
約
し
て
行
く
。
そ
の
品
川
杭
で
、
「
経
験
科
聞
い
の
法
則
を
め
ぐ
る
問
題
」
、
「
精
神

科
墜
に
む
け
る
別
解
約
方
訟
の
問
題
」
が
取
批
わ
れ
、
故
後
に
「
精
緒
川
川
論
と
し
て
の
経
済
却
論
」
と
そ
と
で
の
「
政
解
的
方
法
」
が
論

と
も
い
え
る
。

42 

及
さ
れ
る
。

先
十
「
絞
験
科
墜
に
沿
け
る
法
則

!
l彼
は
「
経
験
訟
別
」
と
よ
ぶ
i
l
t
乞
め
ぐ
る
問
題
」
に
つ
い
て
。
さ
き
に
「
到
論
」
を
そ
の

、，、.

「
mm
式
」
と
「
経
験
的
公
営
性
」
と
に
唆
別
し
て
問
題
に
し
穴
カ
ウ
フ
マ
ン
は
と
と
で
も
「
政
論
的
認
識
ハ
法
則
の
形
式
に
つ
い
て
と

、、、、、、、

と
「
粍
験
的
認
識
〈
法
則
の
経
験
的
安
常
範
闘
に
つ
い
て
ど
と
を
峻
別
す
る
。
そ
の
結
果
は
弐
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
あ
る
現
象

又
は
そ
の
姿
誕
の
所
興
が
、
他
の
〔
時
間
的
に
後
続
す
る
〕
現
象
又
は
そ
の
要
素
の
所
開
を
規
定
す
る
」
と
定
義
さ
れ
た
「
経
験
法
則
」

(
〔
〕
内
の
場
合
は
「
閃
果
法
則
」
)
は
、
「
例
外
な
く
す
べ
て
の
現
象
に
安
常
ず
る
」
と
い
う
立
味
で
の
「
続
出
判
性
」
友
も
た
な
い
、
す

な
わ
ち
「
経
験
法
則
は

!
i従
っ
て
又
「
経
験
科
時
中
」
1
1
iは
絶
封
に
持
続
な
も
の
た
り
え
な
い
」
。
し
か
し
「
時
論
」
の
「
精
将
性
」
と
同

「
経
験
法
問
山
」
に
も
そ
た
わ
っ
て
い
る
、

ヒ
立
味
で
の
、
前
誌
の
形
式
的
「
締
結
性
」
は
、

い
や
む
し
ろ
そ
な
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
。



と
と
で
「
例
外
な
き
経
験
的
安
首
位
」
の
意
味
に
た
け
る
「
脳
相
性
」
を
放
棄
断
念
し
た
「
経
験
法
則
」
は
「
M
M
O山

Z
Z門

と
呼
ば
れ
る
。
〈
例
え
ば
「
経
済
科
息
。
」
に
沿
け
る
「
経
験
法
則
」
と
し
て
の
限
界
効
用
原
川
町
は
と
の
「
句
。
ぇ
巳
弘
(
嬰
誌
と
で
あ
る
と

、.、，、.、.、，、.、，、，、，、.、.、，、.‘.、.

さ
れ
る
。
)
す
た
わ
ち
カ
ウ
ブ
マ
ン
は
「
一
切
の
起
り
う
る
陣
害
b
L

排
除
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
本
質
的
に
は
不
精
滑
な
経
験
法
則
を
持

、.、，、.、，

純
化
す
る
試
み
は
、
す
べ
て
必
然
的
に

FvmgH丘
(
‘
要
請
)
に
特
化
せ
ざ
る
た
得
な
い
」
と
し
て
、
と
の
「
嬰
小
川
」
の
「
眠
い
手
」
を

「
型
い
(
例
え
ば
淳
子
模
型
、
加
山
想
気
体
、
ゴ
シ
ッ
ク
椋
式
)
と
よ
ぷ
。

、.、，、.、，、.、.、.、.、，、，、，‘.、.

と
れ
佐
要
す
る
に
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
「
経
験
法
期
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
封
し
て
、
「
経
験
法
則
」
に
数
串
又
は
論
瑚
撃
に
ゐ
け
る
ご
と

、き「
斑
論
」
の
「
精
燃
性
」
h
q
s

要
求
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
「
経
験
的
安
常
性
」
と
は
無
関
係
な
「
経
験
法
則
」
ぞ
「
嬰
諸
」
す
る
と
い

〔

8JV

う
解
決
策
な
施
す
。
と
と
に
、
「
瑚
論
は
現
質
に
つ
い
て
一
一
一
円
も
諮
ら
な
い
、
そ
し
て
そ
の
放
に
と
そ
珂
論
ば
精
精
な
も
の
た
り
う
ろ
」

ハ
91)

と
い
う
理
念
と
の
共
通
性
が
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

(
袋
詰
)
」

以
上
の
ご
と
き
が
カ
ウ
プ
マ
ン
に
沿
け
る
「
精
続
四
時
一
世
の
内
容
で
あ
る
。
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カ
ウ
ブ
マ
ン
は
「
経
験
科
問
中
」
の
一
つ
と
し
て
の
「
経
済
科
皐
」
に
以
上
の
「
精
符
到
論
」
た
要
求
す
る
が
、
そ
の
前
に
「
経
前
科
闘
中
」

乞
「
精
神
科
事
」
の
一
つ
と
し
て
、
後
荷
に
「
間
有
な
方
法
日
川
内
解
的
方
法
」
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
定
式
化
を
行
う
。

カ
ウ
ア
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
経
験
科
問
中
」
は
分
れ
て
、
「
自
然
科
皐
」
と
「
精
一
紳
科
啓
」
の
一
一
部
門
乞
た
ず
。
前
私
仰
に
「
国
有
な
方
法
」

は
「
説
明
的
方
法
」
で
る
り
、
後
者
の
そ
れ
は
「
珂
解
的
方
法
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

「
説
明
」
と
は
「
自
然
現
象
の
関
川
市
山
間
係
」
そ
封
象
と
し
、
「
現
象
(
自
然
現
象

l
i引
問
者
〉
そ
法
則
控
闘
の
山
中
に
丸
山
く
と
と
で
あ
り
、

と
の
法
則
を
よ
り
一
般
的
た
法
問
系
に
沿
い
て
位
置
や
け
る
と
と
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

之
に
封
し
「
川
崎
解
」
は
「
人
間
行
詩
の
因
果
関
係
」
そ
封
象
と
し
、
そ
れ
が
「
目
的
の
表
象
と
手
段
の
設
定
と
の
間
の
肉
果
関
係

、.、，、.、.

(廷。片山イ丸山。
S
U
E
N
o
g
動
機
や
け
の
過
摂
ど
の
如
く
、
「
超
時
間
的
要
一
一
一
吉
(
宮
窓
口
広
件
以
同
「
志
向
性
」
と
よ
ば
れ
る
、
立
識
作
川
と

制
問
機
感
研
究

いじ



「
制
収
蹴
倒
科
紘
一
・
」
の
山
綱
渡
に
つ
い
て

走
、
氷

意
識
内
容
と
の
閥
係
)
佐
合
む
と
と
に
よ
っ
て
、
又
そ
の
繰
り
に
沿
い
て
、
「
自
然
現
象

ω悶
果
関
係
」
か
ら
vm
別
さ
れ
て
い
る
。

カ
ウ
フ
マ
ン
は
「
人
間
行
岱
の
因
果
関
係
」
分
析
そ
も
っ
て
「
精
神
科
胤
亡
の
伍
務
な
り
と
す
る
。
従
っ
て
「
人
間
行
待
の
動
機
用

、，解
」
は
そ
れ
に
「
国
有
な
方
法
」
と
み
な
さ
れ
る
。

と
と
に
い
わ
ゆ
る
「
現
僻
」
の
典
型
と
し
て
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
「
H
的
合
判
的
行
潟

ω助
機
珂
解
」
す
な
わ
ち
「
日
的
人
円
四
目
的
現
僻
」

を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
日
的
合
政
的
行
岱
」
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
共
の
ご
つ
の
出
来
閥
係
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。
「
手
段
と
け
的
と
の

悶
果
樹
係
」
及
び
「
目
的
去
象
と
手
段
設
定
の
附
川
県
閥
係
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
と

ω場
合
「
川
一
僻
」
は
こ
れ
ら
一
一
つ
の
川
県
関
係

ω
小、

後
持
す
な
わ
ち
前
記
の
「
動
機
や
け
過
椋
」
の
解
明
を
以
っ
て
そ
の
特
質
と
す
る
。

「
精
神
科
皐
」
の
「
国
有
な
方
法
」
と
さ
れ
た
「
烈
解
的
方
法
」
に
つ
い
て
は
以
上
の
ご
と
き
品
明
が
問
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ハ
印
J
〉

こ
の
限
り
に
沿
い
て
も
と
の
「
斑
解
」
が
、

M
・ウェ

1
パ
ー
に
た
け
る
「
詑
明
的
判
僻
」
と
水
質
的
に
は
同
等
た
性
格
空
も
つ
も

ω
と

、..
 

‘
.
，
、
，
、
，
、
.
、
.

考
え
ら
れ
、
又
ウ
ェ

l
バ
ー
が
「
行
詩
考
自
体
乃
一
全
視
察
宥
か
ら
み
て
態
度
の
布
意
味
な
「
根
擦
」
と
芯
わ
れ
る
な
味
控
開
H
動
機
」

の
「
理
解
」
そ
枇
命
科
惑
に
と
っ
て
決
定
的
意
義
乞
も
つ
「
方
法
」
な
り
と
し
た
如
く
、
カ
ウ
ブ
マ
ン
は
と
れ
を
「
精
神
科
附
い
の
特
効
州

(
ω
M
V

富
山
由
}
自
由
に
と
み
な
す
。
そ
し
て
と
の
と
と
か
ら
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
、
不
一
張
は
、
ウ
ェ

1
パ
l
流
の
「
瑚
解
」
に
依
擁
す
る
一
一
滞

ω
"-44"-

「
理
解
枇
A
W
M

阜
者
」
、
「
地
解
経
済
接
者
」
た
ち
の
所
設
に
識
や
る
と
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
と
と
で
は
、

カ
ウ
フ
マ
ン
の
ウ
ェ

1
パ

I
及
び
そ
の
信
奉
考
と
の
岡
越
に
つ
い
て
立
入
る
こ
と
よ
り
も
、
カ
ウ
ツ
マ
ン
に
沿
け

る
「
理
解
的
方
法
」
(
概
念
)
の
特
質
宏
、
そ
の
「
続
出
判
川
町
一
論
」
と
の
関
連
に
沿
い
て
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
同
時

に
「
科
胸
中
」
一
政
、
「
艇
験
科
皐
」
、
「
精
一
仰
科
事
」
の
頗
に
上
米
論
じ
た
カ
ウ
プ
マ
ン

ω
所
設
に
到
し
、
一
一
舵

ω
要
約
従
mm
ハ
え
る
ご
と
に

も
た
る
が
、
そ
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

~
i

期
解
」
は
「
人
間
行
持
の
因
果
関
係
」
分
析
に
他
な
ら
や
、
又
か
か
る
も
の
と
し
て
人
間
行
震
に
つ
い
て
の
「
出
来
訟
別
」
乞
定
立
す



る
と
と
が
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
又
「
経
験
法
問
を
め
ぐ
る
問
題
」
に
つ
い
て
え
ら
れ
た
諸
約
来
が
そ

ω
ま
ま
泊
刑
さ
れ
る
と
と
に
な

る
。
「
特
新
潟
論
」
と
「
現
解
的
方
法
」
は
こ
う
し
て
五
に
矛
附
す
る
と
と
た
く
、
「
経
験
科
問
中
」
と
し
て
の
「
純
一
柳
科
早
」
の
「
理
論
」

(

口

}

守
一
格
成
ず
る
一
一
つ
の
重
要
な
契
機
た
り
う
る
と
さ
れ
る
。

か
く
し
て
「
経
験
科
壊
」
の
、
「
精
神
科
事
」
の
一
つ
と
し
て
の
「
純
一
祈
科
態
」
の
「
却
論
」
に
、
「
粕
山
仲
山
川
川
論
」
と
「
現
解
約
方
法
」

な
る
ご
つ
の
ふ
β

法
的
契
機
を
単
一
求
す
る
た
め
の
準
備
は
完
了
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
弐
に
項
左
改
め
て
、
カ
ウ
ブ
マ
ン
の
所
設
の
結
論
に
相

設
す
る
「
粉
桁
時
論
と
し
て
の
粧
消
川
崎
論
と
時
解
的
万
法
」
の
内
容
を
訊
ね
る
と
と
に
す
る
。

じさ)

「
精
斡
斑
論
」
と
し
て
の
舵
消
却
論
と
「
却
解
的
万
法
」

す
べ
て
の
経
済
科
阜
の
命
題
笠
そ
の
特
殊
化
と
し
て
「
論
刑
判
的
」
に
合
む
「
基
本
蹴
念
」

l
iそ
れ
は
カ
ウ
プ
マ
ン
に
む
い
て
は
「
尉
貨
」

45ー

と
「
」
父
換
」
で
あ
る
。

と
と
に
「
財
貨
」
と
は
単
な
る
物
で
は
な
く
、
「
人
の
物
に
針
す
る
側
係
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
的
は
こ
れ
笠
定
義
し
て
、
「
応
分
チ
ャ
ン

ス
(
〈

2
B
Zロロぬ
R
E
M
H
o
a
-
-あ
る
人
が
あ
る
事
物
を
底
分
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
応
分
を
可
能
に
す
る
諸
僚
件
を
充
た
す
と
と
が

、

、

、

(

犯

J

確
率
的
(
需
品
B
o
r
a己
山
岳
)
に
可
能
な
り
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
と
の
人
と
と
の
一
品
物
と
の
閥
係
」

L
L
稲
ぶ
。

「
交
換
」
は
一
般
に
か
か
る
「
蕗
分
チ
ャ
ン
ス
」
と
し
て
の
「
財
貨
」
の
「
交
換
」
で
る
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
故
唯
一
人
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン

が
弾
丸
を
護
射
し
、
兎
を
射
止
め
、
薪
来
を
燃
し
て
、

t
w

ぷ
り
内
役
得
る
場
合
、
凱
に
「
財
貨
の
交
抗
」
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。

「
経
済
科
皐
」
の
全
命
題
は
か
か
る
「
財
貨
」
・
「
交
換
」
概
念
の
「
論
照
的
へ
北
口
遍
数
準
的
)
縫
換
・
結
合
」
の
結
果
と
さ
れ
、
こ
と
に

「
経
済
瑚
論
」
の
基
本
的
部
分
が
訂
建
て
ら
れ
る
と
と
に
な
る
。
そ
し
て
前
項
に
沿
け
る
「

m論
の
粉
特
性
」
は
そ
の
ま
ま
「
経
消
却

論
」
の
、
従
っ
て
「
財
貨
」
・
「
交
換
」
概
念
と
そ
の
「
論
説
的
」
縫
容
手
続
の
「
精
統
性
」
引
「
形
式
的
精
続
性
は
と
さ
れ
る
と
と
亦
一
一
り
つ

禁
制
崎

-
A
T
u
b

a相
V
H
F
-
百
九
ノ

-l二



「
制
問
機
科
島
ご
の
1
削
減
に
つ
い
て

民
意
永

迄
も
な
い
。

同
様
に
し
て
、
「
経
済
科
串
」
の
法
則
と
し
て
の
「
絞
消
法
則
」
に
つ
い
て
も
「
法
則
形
式

ω梢
術
性
」
が
そ
の
「
経
験
的
安
位
性
い

と
切
り
は
な
さ
れ
、
「
経
済
法
問
」
は
す
べ
て
前
挫
の
「
可
。
浮
己
え
〈
嬰
誌
と
と
な
る
。

カ
ウ
フ
マ
ン
に
た
け
る
「
粧
消
淵
判
。
論
」
の
特
廷
の
一
つ
は
、
と
の
「
経
験
科
串
に
h

仰
け
る
締
統
性
」
に
あ
る
υ

次
に
カ
ウ
フ
マ
ン
は
「
財
貨
の
交
換
」
を
も
っ
て
「
人
間
の
経
済
行
待
」
と
し
い
そ
の
「
劫
機

m解
」
乞
も
っ
て
「
抗
的
科
問
中
」
の
任

務
と
す
る
。
そ
れ
故
と
と
で
「
経
済
科
的
中
」
は
「
締
紳
利
率
」

ω
一
つ
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
人
間
行
岱
の
動
機
均
解
」

ω
壊
と
し
て

「
川
崎
解
的
方
法
」
を
清
一
蹴
す
る
と
と
に
な
る
。

か
く
し
て
「
経
消
科
問
中
」
は
一
方
に
必
い
て
「
結
締

m論
」
位
制
作
る
と
共
に
、
他
万
に
沿
い
て
、
「
淵
解
的
方
法
」
に
依
存
す
る
と
と

に
な
る
G

そ
し
て
こ
の
と
と
の
草
裂
な
跡
結
と
し
で
、
「
経
済
科
事
」
の
全
命
題
、
会
蹴
念
は
「
愁
望
、
快
苦
、
手
段
、
日
的
」
等
の
官
一
体

的
諮
要
素
ど
八
み
ま
な
い
、
従
っ
て
「
経
由
何
別
論
」
は
「
財
官
交
換
の
形
態
論
」
と
し
て
、
一
切
の
「
目
的
論
的
乃
五
位
抗
論
的
」
諸
問
題

つ
ま
り
「
的
組
論
」
(
主
翻
悦
抗
設
な
合
め
て
)
を
放
棄
し
、
「
純
形
式
的
の
経
一
桁
行
沼
山
一
削
い
に
な
る

- 46-

を
「
理
論
」
の
い
核
心
か
ら
迫
放
し

と
さ
れ
る
、

と
い
う
と
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
例
え
ば
カ
ウ
ノ
ブ
マ
ン
は
限
界
効
的
事
仮
に
「
引
例
代
ノ
蹴
念
乞
非
将
一
体
化
し
た
勅
で
の
功
結
」
友
み
と
め
る
が
、
そ
心
「
限
界
効

用
原
理
」
を
一
定
の
依
紘
一
誠
に
基
ゃ
く
原
却
と
す
る
、
換
守
す
れ
ば
そ
の
中
に
何
等
か
の
「
認
識
一
散
」
が
み
と
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る

態
度
に
反
封
し
、
「
限
界
効
用
原
理
」
は
、
「
財
旬
ノ
」
を
そ
の
「
交
換
閥
係
」
及
び
「
利
用
可
能
性
心
順
位
」
の
一
一
高
か
ら
と
り
あ
げ
て
、

「
財
貨
の
利
用
立
凶
」
を
研
究
す
る
(
時
解
的
方
法
に
よ
っ
て
)
た
め
「
宮
口
氏
丸
町
長
(
授
は
的
ど
に
有
効
な
「
同
点
}
印

Z
U同
〈
出
対
日
む
い
で

あ
る
と
主
張
す
る
。

と
う
し
て
「
締
純
理
論
」
と
「
判
例
的
方
訟
」
の
上
に
建
て
ら
れ
た
「
経
済
科
皐
」
は
「
論
間
的
に
装
礎
や
け
ら
れ
た
」
わ
け
で
あ
る
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「
M

問
機
科
酬
明
」
の
論
理
に
つ
い
て

同
潟
永

(の向
M
m
w
更
は
と
で
あ
る
ハ
傍
瓢

i
引
用
者
ど
と
の
青
山
氏
の
指
摘
で
あ
る
。
(
占
有
山
山
氏
前
哨
制
来
日
正
問
ペ
ー
ジ
及
び
七
六
ペ
ー
ジ

J

4
関
戸
出
向
・
項
。
d
o
司日世・
P
・
O
-
m
-
忠・

一
品
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
所
設
に
翻
す
る
論
評

以
上
わ
れ
わ
れ
は
「
論
理
と
経
済
科
皐
」
に
ゐ
け
る
カ
ウ
ノ
ア
マ
ン
の
所
設
な
き
わ
め
て
簡
患
に
紹
介
し
て
来
た
が
、

ト
え
}
庁
¥
亡
、
ノ
仁
、
二
、

布
引

JUdhyリ
J
附

d
f
d
d
j
s

特
質
は
そ
の
「
課
題
」
H
「
経
済
理
論
の
論
調
的
基
礎
解
明
」
が
「
経
済
理
論
の
精
税
化
」
と
「
却
一
解
的
方
訟
の
採
引
い
に
よ
っ
て
詑
成
さ

れ
よ
う
と
し
た
黙
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
と
れ
乞
要
約
す
れ
ば
、

「
経
験
科
串
」
と
し
て
の
「
経
済
科
母
子
」
の
川
崎
論
は
、
若
干
の
「
基
本
概
念
」
と
、
そ
の
「
論
班
的
(
持
組
数
明
的
)
一

、.、.、.、.，‘，、，

結
合
」
に
よ
っ
て
静
成
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
「
経
済
理
論
」
ば
「
形
式
的
精
統
性
」
友
得
る
。

「
精
一
紳
科
臨
ご
と
し
て
の
「
経
済
科
接
」
は
「
人
間
の
経
済
行
潟
ハ
の
動
機
)
の
潔
解
」
む
そ
の
任
務
と
す
る
が
放
ト
件
、

解
的
方
法
」
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

n 
A 
'-.J 
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B 、J

ー-.
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n 
C 
'-.J 

〔
A
〕
及
び
〔
ロ
μ

)

の
方
法
的
要
求
は
、
「
経
前
迎
論
の
論
判
的
基
礎
解
明
」
の
要
求
と
し
て
「
綜
九
日
」
さ
れ
、

i土

精
密
淵
刊
誌
と
斑
解
的
方
訟
の
上
に
う
ち
た
て
ら
れ
る
。

と
い
う
一
一
一
拍
に
腕
し
え
よ
う
。
以
下
と
れ
ら
の
諸
結
に
つ
い
て
簡
単
な
論
一
訟
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

光
ム
ゲ
〔
A
〕
に
つ
い
て
。

カ
ウ
フ
マ
ン
は
可
概
念
」
、
「
判
断
片
「
命
題
」
、
「
数
」
の
蹴
念
を
超
時
間
的
、
超
昼
間
的
、
純
形
式
的
な
「
緋
成
的
不
蛇
組
」
と
し

、
、
、
、
、
、

て
回
定
化
ず
る
。
「
経
済
科
事
」
の
「
基
本
概
念
」
も
亦
か
か
る
も
の
と
し
て
永
久
性
、
結
封
位
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
し
か
も

、，、.、.

そ
れ
か
ら
出
獲
し
て
行
わ
れ
る
「
論
迎
的
」
手
続
は
全
く
mm式
的
な
操
作
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
「
絞
前
科
陪
ご
の
諸
蹴
右
・



は
必
然
的
に
そ
の
内
容
的
規
定
性
を
喪
失
ぜ
し
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
経
済
皐
の
封
象
の
質
的
規
定
住
・
隔
史
的
被
制
約
性
を
全
く
度

外
践
し
た
、
寅
は
封
裁
と
は
無
縁
の
「
諸
概
念
」
が
、
経
誠
れ
閥
申
告
乞
「
経
済
科
簡
単
」
と
し
て
構
成
す
る
。
そ
の
結
果
は
附
加
し
て
、
経
済
出
中
心

理
論
芝
、
い
や
す
べ
て
の
環
論
を
、
純
形
式
的
な
概
念
操
作
の
過
程
と
化
し
「
論
理
の
遊
戯
」
に
格
始
せ
し
む
る
の
危
険
に
沿
と
し
い
れ

な
い
と
保
設
出
来
よ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
物
理
撃
に
沿
い
て
、
か
か
る
つ
精
経
理
論
」
の
構
想
が
「
市
式
物
瑚
壊
、
即
ち
純
粋
に

ハ
3JV

数
接
的
に
な
っ
た
数
事
物
理
撃
の
時
代
」
を
招
米
し
、
「
物
質
は
消
滅
し
、
徴
八
九
万
粍
式
だ
け
が
残
っ
た
い
の
乞
識
っ
て
い
る
。
人
ー
と
れ

を
経
済
壌
の
領
域
に
「
精
桁
加
持
論
」
の
名
の
下
に
導
入
す
る
な
ら
ば
え
ら
れ
る
の
は
一
体
「
物
別
問
中
的
」
概
念
論

ω
粍
怖
隈
版
以
外
の
何

物
で
あ
ろ
う
か
?

そ
の
設
諜
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
カ
ウ
フ
γ

ン
の
い
わ
ゆ
る
「
結
斡
性
」
の
概
念
を
、
と
く
に
そ
の
「
法
則
い
問
と
の
関
連
に
h

や
い
て
検

討
ナ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
法
則
↓
婆
諒
」
特
換
は
一
つ
の
相
刑
判
主
義
に
、
す
な
わ
ち
例
外
な
き
安
常
性
日
純

物
性
の
姿
求
か
ら
一
一
壊
に
皮
は
や
れ
の
相
割
、
主
義
の
諦
念
に
沿
ち
い
っ
た
好
筒
の
例
で
あ
り
、
と
れ
と
そ
認
識
の
相
封
性
の
問
題
を
正
し

く
解
決
し
え
な
い
思
緋
が
、
不
可
能
的
に
ゐ
ち
い
る
絶
空
的
な
深
淵
で
あ
ろ
う
。
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だ
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
や
、

彼
の
「
付
制
純
潔
協
」
な
る
斑
念
は
、
一
去
に
ゐ
い
て
、
現
代
市
民
官
接
の
一
茶
一
地
と
し
て

ω
可
論
線
的
資

設
主
義
」
に
連
な
る
と
い
わ
ね
ば
友
ら
な
い
。
け
だ
し
わ
れ
わ
れ
は
と
の
沃
の
「
託
統
論
剤
事
的
」
忠
悦
β
式
の
特
質
と
し
て

ω
「数畑町

カ
ウ
フ
?
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
概
念
計
一
数
」
の
形
式
性
強
調
と
、
「
北
口
遍
毅
郎
γ

(
同

5
5
2
g
g円〈
2
Z
H山
田
に
の
四
念

ω

と
の
傾
向
を
、
枇
A
W
H

科
純
一
止
と
り
入
れ
ん
と
す
る
意
識
的
な
、

口
論
理
」
観
を
、

中
に
み
と
め
う
る
か
ら
で
あ
る
G

一
迷
の
山
内
み
は
又
後
期
オ

1
ス
リ
ア
事

抵
の
方
法
論
的
特
質
。
一
つ
で
も
あ
る
。

又
、
他
方
に
た
い
て
カ
ウ
ブ
マ
ン
の
所
設
は
、

「
純
粋
打
数
mm
純
情
感
」
の
方
法
論
と
、
「
経
済
科
皐
」
の
つ
教
事
化
」
の
一
料
で
同

盟
す
る
。
け
だ
し
、
「
経
持
尚
早
に
ゐ
け
る
敷
島
・
的
方
法
語
府
の
原
理
的
可
能
性
」
を
み
と
め
る
カ
ウ
ソ
マ
ン
の
「
教
訓
山
純
一
折
感
」
に
封
ナ

側
目
減
紘
一
研
究

ーじ



「
終
・
附
山
科
診
」
の
論
理
に
つ
い
て

、、、、、

る
「
原
部
的
反
省
」
の
背
後
に
は
、
以
よ
の
如
き
「
数
」
概
念
が
か
く
さ
れ
て
決
り
、
そ
れ
は
容
易
に
「
敷
は
絶
封
形
式
的
な
公
一
削
抑

的
)
蹴
念
で
あ
っ
て
、
教
の
附
興
は
い
か
な
る
領
域
の
一
品
質
に
沿
い
て
も
原
理
的
に
は
可
能
で
あ
お
〕
と
い
う
主
張
と
結
び
つ
く
か
ら

回
定
永

で
あ
る
。
と
次
に
〔
B
〕
に
つ
い
て
。

、、

「
人
間
行
魚
の
動
機
組
問
」
乞
「
結
紳
科
皐
」
の
課
題
と
し
て
、

そ
れ
や
《
さ
ら
に
「
経
済
科
翠
」
に
背
初
す
る
と
い
う
カ
ウ
ソ

γ

ン

ω議

へ
可
制
十
品
i
t
 
「
経
験
科
事
」

b
L
方
法
上
の
建
議
か
ら
「
自
然
科
皐
」
と
「
精
神
科
態
」
と
に
磁
別
す
る
か
の
如
き
外
見
を
け
ー
す
る
が
、
と
の
「
点

法
」
の
芸
建
は
買
は
封
象
hμ

る
「
因
果
関
係
」
の
尭
惑
に
淵
源
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
「
人
間
行
誌
の
閃
果
樹
係
」
の
小
に
「
超
時
間

的
要
素
」
生
み
と
め
る
と
と
に
よ
っ
て
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
質
は
「
人
間
行
常
の
動
機
」
を
具
体
的
現
貨
と
し
て
で
は
な
く
、
抽
象
的
普
通

的
な
「
偶
」
と
し
て
と
り
扱
い
、
個
々
の
具
体
的
な
「
立
識
」
友
「
意
識
」
一
般
に
必
い
て
問
題
に
す
る
の
偽
慌
た
き
に
至
る
。
か
く
し

て
先
や
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
精
紳
科
事
」
の
割
象
は
、
そ
の
様
史
性
と
現
貫
性
友
利
院
さ
れ
ざ
る
を
え
た
い
。
従
っ
て
、
、
「
純
一
例
科
問
中
」
が

取
扱
う
「
経
済
行
詩
」
も
ま
た
、
抽
象
的
制
人
と
し
て
の
「
経
済
主
体
」
に
、
そ
れ
の
み
に
関
し
て
、
専
ら
そ
の
「
財
貸
料
川
立
川
」
乞

分
析
す
る
こ
と
に
局
限
さ
れ
る
。
と
れ
は
明
ら
か
に
メ
ン
ガ
l
以
来
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
問
中
抵
の
方
法
論
的
体
統
に
辿
な
る
も
の
で
あ
り
、

偶
人
主
義
的
批
合
翻
の
表
明
に
他
ι
な
ら
な
い
。

- 50-

か
く
て
、
「
理
解
」
ざ
る
べ
き
封
象
は
、
多
く
の
具
体
性
、
現
質
性
役
そ
な
え
た
「
人
間
行
詰
」
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、
抽
象
的
・
純
論

理
的
・
非
係
史
的
「
範
躍
」
又
は
「
定
式
」
と
し
て
の
「
基
本
概
念
」
へ
と
逸
れ
て
し
ま
う
。
生
き
た
人
間
の
行
免
や
、
イ
杭
ん
刊
の
運
動

が
、
ひ
か
ら
び
た
生
命
の
な
い
「
範
時
」
と
h

ゆ
き
か
え
ら
れ
る
と
と
に
喝
な
る
。

最
後
に
〔
C
〕
に
つ
い
て
。

以
上
二
つ
の
聾
求
が
、
「
粧
椀
科
綿
一
a

」
に
沿
い
て
は
た
し
て
「
綜
合
L

さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
と
れ
を
肯
定
す
る
が
、



そ
の
場
合

ず
る
。

的
「
範
的
附
」
、

批
は
あ
く
ま
で
も
「
現
論
の
続
税
化
い
を
至
上
命
令
と
し

b-営然
乙
の
命
令
に
反
し
え
な
い
も
の
と

す
な
わ
ち
「
問
解
」

そ
の
結
果
、

経
済
壊
の
封
象
の
具
体
的
現
貫
性
を
犠
牲
に
ず
る
と
と
に
よ
っ
て
の
み
、
換
一
一
一
一
目
す
れ
ば
封
象
を
無
内
脊
化
し

4
y
h

・、
石
川
一
エ

「
空
虚
な
蹴
念
」

と
化
す
る
と
と
に
よ
っ
て

「
科
蕗
?
と

従
っ
て
生
き
た
枇
人
悦
刊
の
経
済
的
運
動
法
則
を
探
究
す
べ
き
、
出
品
の

し
て
の
経
流
感
」
を
、
「
概
念
」
の
純
論
川
内
的
な
「
形
式
縛
換
術
」

、，、.曹、.，、，、.、，、.、，、.、.、
..
 

「
経
消
洲
論
は
論
現
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
る
」
わ
け
で
あ
る
。

カ
ウ
ブ
マ
ン
の
認
制
畑
山
ー
と
経
済
科
簡
明
」
は
、
「
物
盟
事
的
」
概
念
誌
の
経
済
的
平
に
必
け
る
一
件
版
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、

ω紅
済
事
へ
の
一
案
内
人
と
し
て
特
設
や
け
ら
れ
る
が
、
そ
と
に
み
ら
れ
る
「
精
統
性
」
の
現
念
は
、
現
在
に
至
る
迄
後
期

ナ
i

ス
ト
リ
ア
態
抵
の
方
法
論
的
傾
向
を
如
賢
に
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
叉
近
代
経
尚
早
に
必
げ
る
一
つ
白
布
力
な
見
解
乞
な
す
と
考
え

ら
れ
る
。
と
の
謀
れ
る
「
精
ψ

怖
い
純
一
と
そ
れ
が
生
み
出
す
多
く
の
難
却
に
封
し
て
、
わ
れ
わ
れ
ば
延
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
徹
底
的
な
批

判
乞
試
み
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
と
と
で
は
さ
し
首
り
以
上
の
指
捕
に
止
め
る
。

と
し
て
の

ー宝
h
T井
s
i
r

一

]
'
v
F
~
叫
主
十
怒
己

に
い
後
一
質
ナ
る
と
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て

以
上
嬰
す
る
に
、

r

y

、

一
、
、
ノ
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(3) (2) (1) 

k
F
ず
冊
目
羽
田
-
M
W
H
E
H
L
即
答
b
o吋
山
岳
匂
吋
MM可回目
G
ロ
由
(
白
y
a
u
m
H
曲
目
匂
}MM1田町

a
o
p目
白
OHMA福
岡
国
句
。
可
内
W
C
g
-
r
u
可
申
吋
山
田

w
g臼
J
P
M
}匂・

M
M
∞
i
N出向・

司
・
附
内
田
口
同
g
m窓

口

二

θ
。
MH安
田
虫
、

wm-gN-

、，、，、.

「
純
情
行
時
胸
」
機
念
と
「
悩
人
主
義
的
批
ん
税
制
偶
」
と
の
悶
附
補
地
に
つ
い
て
は
、
「
枇
A
W
M

は
俗
人
間
の
行
潟
の
多
絞
伎
で
あ
る
」
と
す
る
ウ
ィ
ー
ン
法
竣
怒

汲
の
枇
令
紘
一
考
フ
リ
ヴ
ツ
・
ザ
ン
ダ
ー
に
お
い
て
、
ウ
ェ

l
パ
l
流
の
「
竣
抑
併
殺
令
般
的
」
傍
統
と
「
方
法
論
的
個
人
主
義
」
の
折
衷
が
開
制
若
で
あ
る
C

E
日
仲
間
∞
白
出
品
2

H

・6
5

g

将
司
∞
目
以
内
話
口
出
ハ
d

σ

2
当
日
出
品
ロ
ロ
m
H
V
会
諸
問
百
円
回
目
三
品
目
MmHH
一
出
仲
町
田
ロ
グ
叩
吋
M

C

g
曲
目
日
出
口
吋
回
世
内
仲
田
曲
目
何
時
吋
怒
田
口
同
H
m
・3
(
k
p
吋ロ
σ
宮
崎

e-m-dq-

g-
∞
℃
・

H
U
N
問
、
明
∞
切
門
戸
∞
-
M
H
H吋)・

こ
の
念
味
に
お
い
て
カ
ウ
フ
マ
ン
の
一
見
解
は
ウ
ェ
!
パ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
現
笈
的
(
波
主
観
的
と
傾
向
か
ら
さ
え
も
遠
く
へ
だ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

前
総
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
他
に

M
P
~
v窓
口
哲
三
‘
魚
沼

o
g
r
d司
自
由
ロ
ロ
晶
君
臨
日
高
品
目
宮
山
吉
凶
mH.

ょの
E
Z
H世
間
窓
口

N
C吋
ぎ
ぬ
符
仏
脅
辺
文
部
出
)
当
即
時
出
凶
器
品
・
〈
邦
文
総
介
、
円
一
橋
論

議
円
第
一
一
一
巻
第
二
滅
、
山
間
欽
一
「
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ

1

2滋
徳
・
窓
宮
山
及
び
築
関
形
式
』
」
晶
君
臨
…
)
。

(5) (4) 

川
町
鴎
例
経
研
究

七



日
問
機
科
純
一

ιの
論
調
引
に
つ
い
て

来
、
水

山
岡
山
向
欣
一
一
一
総
務
論
文
の
伎
に
、
「
記
続
論
理
教
の
問
問
機
感
へ
の
導
入
し
を
試
み
た
も
の
に
は

問
問
、
岡
弘
警
「
1
9
1
u
y
ン
論
文
と
近
代
環
論
の
氏
省
」
、
(
季
刊
町
一
総
務
研
究
し
向
、
第
問
怨
第
一
一
一
獄
〉

水
谷
一
山
線
、
「
公
理
綬
端
間
接
の
意
義
及
び
其
の
方
法
」
円
四
隣
民
総
務
雑
誌
h

、
第
円
九
八
袋
一
一

O
九
ペ
ー
ジ
以
下
〉
が
あ
る
。

問
、
む

ナ

び

わ
れ
わ
れ
は
カ
ウ
ブ
マ
ン
が
認
削
減
L
」
経
済
科
勝
一
ら
に
沿
い
て
展
開
し
た
「
続
的
現
論
の
論
烈
的
基
礎
解
明
」
の
試
み
そ
吟
味

し
て
来
た
が
、
そ
の
結
果
次
の
諸
駄
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
の

カ
ウ
ブ
マ
ン
は
「
粧
前
科
串
」
の
「
珂
一
論
」
に
教
事
及
び
論
別
的
ゅ
に
公
け
る
如
き
純
論
川
町
的
、
形
式
的
「
枯
特
性
L
b
h
姿
ぷ
し
、
と
の

要
求
に
…
組
合
し
た
粕
紳
科
撃
の
方
法
と
し
て
の
「
潤
僻
的
万
法
」
乞
「
絞
済
科
事
」
の
主
姿
方
法
と
考
え
る
。
そ
し
て
と
の
「
精
、
新
聞

論」

L
」
「
洲
僻
的
方
法
」
の
「
総
合
レ
と
そ
他
な
ら
む
「
絞
出
現
論

ω論
川
一
的
基
礎
解
明
」
で
あ
る
と
す
る
。

と
れ
に
封
し
て
、
党
や
「
精
精
瑚
論
」
と
「
洲
僻
的
方
法
」
と
が
、
彼
の
論
説
の
限
り
に
於
て
、
「
綜
合
」
さ
れ
た
と
は
漣
臨
し
か

ね
る
と
い
え
る
が
、
よ
り
章
受
な
の
は
「
結
斡
川
町
論
」
自
体
の
窓
義
、
「
純
論
判
的
、
形
式
的
結
特
性
」
の
要
求
が
、
経
済
撃
の
方
法
に

釣
し
て
も
つ
立
義
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
絞
前
阜
の
諸
範
降
、
諸
概
企
と
、
符
続
的
一
手
賞
、
時
史
的
存
点
と
し
て
の
封
象
と
の
一
止
し
い
関

係
な
切
断
し
、
経
一
前
撃
を
形
式
的
論
判
操
作
の
集
合
体
た
ら
し
め
る
と
と
に
よ
っ
て
無
内
容
化
し
つ
く
す
と
と
乞
終
誌
の
目
標
と
す
る
。

か
く
し
て
「
精
税
別
論
」
と
は
「
非
科
準
的
規
論
」
の
別
名
で
あ
り
、
従
っ
て
「
経
掛
科
尚
早
L

と
は
容
翻
債
総
試
が
堅
持
す
る
「
科
墜

と
し
て
の
経
済
胸
中
」
に
銃
一
く
封
立
し
、
「
物
滞
感
的
」
概
念
論
の
誤
謬
を
意
識
的
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
余
同
の
代
名
詞
で
あ
る
と
い
え

J;J， 
j二

ょ
う
。わ
れ
'
わ
れ
は
経
済
撃
に
ふ
柑
け
る
こ
の
よ
う
な
傾
向
が

現
代
の
主
翻
柄
引
航
設
に
沿
い
て
注
目
す
べ
き

い
わ
ゆ
る
近
代

潮
流
で
あ
り

っ，o
に
J
F



純
一
例
壊
の
ぷ
法
的
根
棟
地
た
り
う
る
と
と
を
、
次
の
一
一
者
に
た
い
て
僻
認
し
う
る
。
す
な
わ
ち
一
は
近
代
経
済
撃
の
方
法
論
的
背
景
と
し

て
の
弓
削
剥
的
資
詩
人
七
義
」
の
信
楽
持
た
ち
で
あ
り
、
他
は
ピ
グ
ゴ
一
ブ
ス
沃
的
た
、
「
敢
」
の
2
2
1

ト
ピ
ア
に
間
執
ナ
る
「
組
幹
日
数
時

絞
尚
早
」
の
「
諸
模
成
」
で
あ
る
。

か
く
し
て
「
続
的
科
問
中
」
の
「
論
判
」
が
一
般
成
す
る
多
く
の
混
乱
を
、
さ
ら
に
方
法
論
上
の
諸
問
題
に
却
し
て
迫
究
し
、
も
っ
て
以
上

の
傾
向
の
非
科
感
性
ぞ
あ
き
ら
か
に
す
る
と
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
あ
た
え
ら
れ
た
方
法
論
上
の
次
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
了

一
九
五
問
年
間
月
二
十
日
日

z
f主

f
z

部
付
制
件
尺
寸
訓
W
仲
買

戸と
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